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第 ２ 学 年 道 徳 学 習 指 導 案

日 時 平成２０年１０月１７日（金）５校時

児 童 男１１名 女 1 ６名 計２７名

指導者 阿 部 純 子

１ 主題名 たいせつないのち ３－（２）生命尊重

２ 資料名 「はねのないかぶと虫」 （出典『みんなのどうとく２年』学研）

３ 主題設定の理由

（１）価値について

第１学年及び第２学年の道徳の内容３「主として自然や崇高なものとのかかわりに関するこ

と」の項目（２）は「生きることを喜び、生命を大切にする心をもつ。」である。

生命を大切にする価値は、時代が変化しようと不易である。低学年においては、一般的に

生命の大切さは、具体的で身近な体験と結びつけて考えている。たとえば「朝元気に起きてお

いしく朝食が食べられる。」「学校に来てみんなと楽しく学習できる。」などである。このよう

なきわめてあたりまえのことで見過ごしがちな「生きている証」を実感し、そのことに喜びを

見いだすことによって生命の大切さを自覚できるようにすることが求められている。それに加

えて、植物の生長の観察や動物の飼育などを通して、生命が種子や子孫を通して受け継がれて

いくこと、失った生命は二度と戻らないことに気づかせていくことも必要である。また、動物

の飼育には「死」がつきものであり、死んだ動物は決して生き返らない。そこに生命の存在が

あったことに気づかせ、かけがえのないものであることを感じ取らせることが大切であると考

える。

（２）児童について

２年生の児童は、身近な動植物に関心を持ち、世話や観察をするなど生き物の生命に関わる

機会も多いといえる。生活科では、アサガオや枝豆・ミニトマトなどを育て、家では犬や猫な

どのペットをかわいがっている様子がうかがえる。かぶと虫やザリガニなどの生き物を捕まえ

たり、飼ったりしている子どももいる。しかし、興味が継続せずほおっておいたり、小さな生

き物をおもしろ半分で扱ったりしがちでもある。また、経験の少ない児童もいる。そこで、生

活科の「生き物をかおう」の単元を通して、生き物に優しく接し、世話をする体験をさせ、時

には生き物が死んでしまうという悲しみをのりこえさせたい。そして、道徳の時間では、生き

物とふれあった経験を語らせながら、生命を大切にする心情を育てていきたい。

（３）資料について

本資料は、弟が保育園からもらってきたはねのないかぶと虫を大切に飼うが死んでしまうと

いう話である。主人公の「ぼく」は、はねがないのに懸命に生きるかぶと虫の様子を観察する

うちに、それまで強い虫が好きだったのにそのかぶと虫を大切に思うようになっていた。不完

全な体なのに、必死に飛ぼう生きようとするかぶと虫の姿に、主人公は感動し応援する。けれ

ども、９月になりはねのないかぶと虫は死んでしまう。「ぼく」は弟と一緒に、かぶと虫のおは

かをつくってあげ、心の中で「ありがとう」とよびかける。

かぶと虫を世話し、応援する主人公の気持ちに共感させながら、自分たちの生き物との関わ

り方を思い起こさせ、死んでも思い出に残るかけがえのない生命のすばらしさに気付かせてい

きたい。
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４ 本時の指導

（１）研究主題との関わり

①本時の位置づけ（道徳的実践活動の活動計画より）

道徳的実践活動の 第１段階 第２段階 第３段階

ねらい 道徳的価値への 活動・体験 道徳性の高まり

気付き

５ 月 身近な自然に親しみ、動植 【道徳の時間】 【生活科】 【道徳の時間】

物に優しい心で接すること ３－(2)生命尊重 「やさいをそだてよう」 ３－(1)自然愛、動植物愛護～

1 0 を通して、生命を大切にす 「ぴよちゃんとひまわり」 植物の栽培に関心を持ち、世 「げんきでねあげはくん」

月 る心を育てる。 話の仕方を調べたり人に聞い 身近な自然に親しみ、動

生命が受け継がれている たりして世話をする中で、植 植物に優しい心で接する

ことに気づき、生命の大 物にも生命があることに気付 ことを通して、生命を大

切さについて考える。 き、愛着を持って継続的に育 切にする心を育てる。

てようとすることができる。

【道徳の時間】 【生活科】

３－(1) 「生きものをかおう」

自然愛、動植物愛護 生き物の飼育を通じて、自分

「げんきでねあげはくん」 たちと同じように生命をもっ

身近な自然に親しみ、動 て成長していることなどに気

植物に優しい心で接する 付き、親しみを持って大切に

ことを通して、生命を大 することができる。

切にする心を育てる。

②指導の手立て

本時は第３段階「道徳性の高まり」にあたる。

これまで、道徳「ぴよちゃんとひまわり」（生命尊重）で、生きている喜びや生命の連続性に

気付き、生活科の「やさいをそだてよう」で個々にミニトマトを世話して育てることを通して

数多くの実をつける生命をはぐくむ喜び、それを収穫して味わう喜びを感じることができた。

また、第１段階「道徳的価値への気付き」にあたる、道徳「元気でね、あげはくん」（自然愛、

動植物愛護）の資料を通して、生き物の成長の不思議さを愛おしく思い、命を大切にする気持

ちを感じ取り、改めて動植物に優しく接することの大切さに気付くことができた。そして、第

２段階「活動・体験」として、生活科「生きものをかおう」でザリガニや昆虫などをつかまえ、

観察しながら世話することを通して、生き物に親しみを持ち大切にしようという気持ちも培っ

てきた。

同 時 

【道徳の時間】 

３－(2)生命尊重 
「はねのないかぶと虫」

 

かけがえのない生命に気
付き、生命あるものを大

切にする心情を育てる。

本時 
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そこで、今までの実践活動で培ってきた、優しく生き物に接することや生命を素晴らしく思

い大切にしようという心情を生かし、本時の導入では、生活科や家庭での飼育活動のことを思

い起こさせながら、育てた喜びや、死んだことへの悲しみを語らせ価値への方向付けをはかり

たい。【事前の体験の想起】

展開前段では、主人公の「ぼく」が、はねがないのに懸命に生きるかぶと虫の様子を観察す

ることを通してかぶと虫を励ましたくなる気持ちや、感動する気持ちに共感させていく。そし

て、かぶと虫が死んでしまった場面では、「ぼく」の気持ちをワークシートに書かせて話し合い、

悲しみだけではない感謝の気持ちにも気づかせていきたい。【書く活動】

展開後段では、「いのち」について今まで体験したことをもとに十分語らせ、命を大切にしよ

うという思いを高めたい。

そして終末では、命のかけがえのなさ大切さについての話を聞かせ、価値について深めたい

と考える。

（２）ねらい

かけがえのない生命に気付き、生命あるものを大切にする心情を育てる。

（３）展開

学習活動と主な発問 予想される児童の反応 指導上の留意点

導 １ 動物や生き物を飼育したこ

とについて話し合う。 ・犬 ・猫 ・ざりがに ・生活科の飼育活動のことを

入 ○どんな生き物を飼ったこと ・カブトムシ、クワガタ 思い起こさせながら育てた

があるか。心に残っている 喜びや、死んだことへの悲

７ ことは何か。 ・名前をつけてかわいがった。 しみを語らせ価値への方向

分 ・犬の赤ちゃんが生まれた。 付けを図りたい。

・死んだときかわいそうだった。 【事前の体験の想起】

２ 資料「はねのないかぶと虫」 ・場面絵を使って、読み聞か

を読み、「ぼく」の気持ちにつ せる

いて話し合う。

(1)はねのないかぶと虫を見て ・変なかぶと虫だな。 ・はじめてはねのないかぶと

展 「ぼく」はどう思ったか。 ・はねがないのによく生きてき 虫を見て生命のたくましさ

たな。 に気づき、励ましたくなる

・大切にしよう。 主人公の気持ちに共感させ

る。

(2)はねのないかぶと虫が飛ぼう ・かわいそうに。 ・不完全なはねを動かして飛

としているのを見て「ぼく」 ・だいじょうぶかな。 ぼうとするかぶと虫を見

はどんな気持ちになったか。 ・一生懸命生きようとしている。 て、感動する主人公の気持

開 ・がんばれ。 ちに共感させる。

(3)はねのないかぶと虫が死んで ・かわいそう。 ・ワークシートに書かせて、

28 しまったとき、「ぼく」はどん ・死んでしまうなんて悲しい。 じっくり考えさせる。

分 なことを思ったか。 ・もうがんばるところを見られ 【書く活動】

ない。
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・よくがんばったね。 ・死んでしまったことを悲し

・思い出をありがとう。 むだけだけでなく、感謝す

・忘れないよ。 る気持ちになっていること

に気づかせる。

３ 生き物の命について、感じ

たことを話し合う。

８ ○生き物の命について、感じ ・ねこをだっこすると温かい。 ・命のかけがえのなさ、大切

分 たことがあるか。 ・かわいがっていた犬が死んだ さをあらためて感じ取らせ

（生きているってどんなこと とき悲しかった。 たい。

死んでしまうってどんなこと）・ちゃんとお世話してあげたい。

４ 生き物の命についての話を

終 聞かせる。

末 ○小さなものにも、大きなも ・「いのち」の尊さ、不可逆

のにも命は一つしかない。 性を伝えていきたい。

２ おもちゃは、動かなくなっ

分 ても電池を取り替えたり、

直したりできるが、「いのち」

は取り替えられない。

（４）板書計画
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５ 資料分析 資料名 「はねのないかぶと虫」（みんなのどうとく２年 学研）

《主要場面》 《主人公の意識》 《児童の意識》 《意識の焦点化》 《主な発問》

弟がもらってきた ●変なかぶと虫だな。 ・どうして、はねが変になっ はじめてはねのないかぶと (1)はねのないかぶと

はねのないかぶと虫 ○はねがないのによく生きてき てしまったんだろう。 虫を見て、励ましたくなる主 虫を見て「ぼく」

を見ているうちに、 たな。 ・はねがないのによく生きて 人公の気持ちに共感させる。 はどう思ったか。

「ぼく」はそれがか ○かわいい、大切にしよう。 きたな。大丈夫かな。

わいくて大切にな ・元気に生きぬいてほしいと

る。 思っているんだな。

はねのないかぶと ○かわいそうに。 ・はねがないのに飛ぼう動か 不完全なはねを動かして飛 (2)はねのないかぶと

虫がはねの付け根を ○だいじょうぶかな。 そうとしているんだな。 ぼうとするかぶと虫を見て、 虫が飛ぼうとして

うごかして飛ぼ ○一生懸命生きようとしてい ・じっと見て応援しているん 感動する主人公の気持ちに共 いるのを見て「ぼ

うとしているの る。 だ。 感させる。 く」はどんな気持

をみて、「ぼく」 ○がんばれ。 ・がんばってほしいな。 ちになったか。

は思わず応援した。

はねのないかぶと ○かわいそう。 ・かわいそう。 死んでしまったことを悲し (3)はねのないかぶと

虫が死んでしまい、 ○死んでしまうなんて悲しい。 ・やっぱり死んでしまったん むだけだけでなく、感謝する 虫が死んでしまっ

「ぼく」はおはかを ○もうがんばるところを見られ だ。 気持ちになっていることに気 たとき、「ぼく」は

つくってうめてあげ ない。 ・おはかをつくってあげてよ づかせる。 どんなことを思っ

た。 ○よくがんばったね。 かった。 たか。

○思い出をありがとう。 ・お世話してがんばるところ

○忘れないよ。 を見守ってあげていたのを

思い出しているんだな。

・忘れられない思い出になっ

たね。
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